
日 水月 木火 金 土

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
８
月
の
歴
史
講
座

◆ 

博
物
館
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

①
夏
の
企
画
展

  

福
田
安
次
氏
と

  

「
平
和
の
木
」
た
ち
展

②
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室

  

オ
リ
ジ
ナ
ル
宝
箱
づ
く
り

  

鉱
物
標
本
を
作
ろ
う
！

みやこ町歴史民俗博物館
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博物館休館日カレンダー
2025 年 　8 月

▲ 

犀
川
小
の
被
爆
エ
ノ
キ
二
世

▲ 鉱物標本（イメージ）

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
８
月
２
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
８
月
９
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
８
月
16
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
８
月
24
日
（
日
）
13
時
30
分
～

み
や
こ
学
は
「
夏
休
み
子
ど
も
体

験
教
室
」
鉱
物
標
本
を
作
ろ
う
！

と
併
せ
て
実
施
し
ま
す
。

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
平
成
９
年
に
犀
川
小
学
校
に
植
え

ら
れ
、大
き
く
育
っ
た
被
爆
エ
ノ
キ
二

世
は
、広
島
で
原
爆
の
語
り
部
と
し
て

長
年
活
動
さ
れ
た
故
福
田
安
次
さ
ん

か
ら
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　

福
田
さ
ん
の
没
後
10
年
、そ
し
て

戦
後
80
年
を
迎
え
る
今
年
、こ
の
木

に
込
め
ら
れ
た
福
田
さ
ん
の
思
い
と
、

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
の
歴
史
を
振

り
返
り
、改
め
て
平
和
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

■ 

開
催
期
間

　

 

令
和
７
年
７
月
17
日（
木
） 
～

　

      　
　

 

８
月
17
日（
日
）

※ 

祝
日
を
除
く
月
曜
日
と
、

　

 

祝
日
の
翌
日
は
休
館
で
す
。

■ 

場
所

　

 

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

■ 

観
覧
料

　

 

入
場
無
料

　
み
や
こ
町
在
住
・
在
学
の
小
学
生

の
み
な
さ
ん
、み
や
こ
町
で
と
れ
た
岩

石・鉱
物
を
中
心
に
、石
に
ま
つ
わ
る

お
話
を
聞
き
な
が
ら
、オ
リ
ジ
ナ
ル

の
標
本
箱
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■ 

実
施
日
時

　

 

令
和
７
年
８
月
24
日（
日
）

　
　
　
　
13
時
30
分
～
15
時

　
　
　
（
13
時
～
受
付
開
始
）

■ 
場
所

　

 

み
や
こ
町
歴
史
民
俗
博
物
館

■ 

参
加
対
象
者

　

 

み
や
こ
町
在
住
・
在
学
の
小
学
生

  

（
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）

■ 

参
加
費　
２
０
０
円

■ 

募
集
期
間

　

 

令
和
７
年
８
月
１
日（
金
）９
時
～

　

 

定
員
（
20
人
）
に
達
す
る
ま
で

■ 

申
し
込
み
方
法　

　

 

博
物
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で

　

 (

０
９
３
０-

３
３-

４
６
６
６)

　

み
や
こ
町
は
、
重
要
な
史
跡
が

分
布
し
、
ま
た
様
々
な
分
野
で
功

績
を
残
し
た
人
物
を
輩
出
し
た
町

で
す
。
こ
の
よ
う
な
町
の
歴
史
を

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

★ 

博
物
館
友
の
会

　

 �

バ
ス
ハ
イ
ク
・
歴
史
た
ん
け
ん

ウ
ォ
ー
ク
、
講
演
会
な
ど
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
歴
史
を
学

び
ま
す
。

　

 

発
足
30
年
の
歴
史
あ
る
会
で
す
。

★ 

み
や
こ
町
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
 �

町
内
文
化
財
の
ガ
イ
ド
や
研
修

な
ど
の
活
動
に
参
加
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

＊
２
つ
の
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
下
記
参
照

「
夏
休
み
子
ど
も
体
験
教
室
」

博
物
館
で
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
？

　６月２２日(日)、博物館友の会恒例の
研修会が実施され、会員３７名が「宇佐
神宮御遷座１３００年」で賑わう宇佐市
周辺の史跡を巡ってきました。

　６月２０日(金)、福岡県建築士事務所
協会から13名の皆さんが見学に来ら
れ、みやこ町文化遺産ボランティアが国
分寺三重塔をご案内しました。

６月の業務日誌から



太
平
洋
戦
争
終
結
80
周
年

　

有
事
に
備
え
て
自
衛
隊
な
ど
が
平
時

か
ら
使
用
可
能
な
「
特
定
利
用
空
港
・
港

湾
」
に
指
定
さ
れ
て
い
る
北
九
州
空
港

（
苅
田
町
・
北
九
州
市
）
で
６
月
27
日
、

こ
の
空
港
か
ら
約
16
㎞
南
に
位
置
す
る

航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
所
属
の
戦
闘
機

が
連
続
離
着
陸
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

有
事
の
ほ
か
災
害
時
の
情
報
収
集
活
動

を
目
的
と
し
た
も
の
で
、
北
九
州
空
港
が

戦
闘
機
の
訓
練
で
使
用
さ
れ
る
の
は
平

成
18
年
（
２
０
０
６
）
の
開
港
以
来
初
め

て
と
な
り
ま
す
。
固
定
翼
航
空
機
の
離
着

陸
に
は
長
大
な
滑
走
路
が
欠
か
せ
な
い

こ
と
か
ら
有
事
に
は
、
航
空
戦
力
の
離

着
陸
を
阻
止
す
る
た
め
滑
走
路
は
真
っ

先
に
攻
撃
さ
れ
る
目
標
の
ひ
と
つ
で
す
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
こ
の
よ
う
な
事
態
に

備
え
、
直
線
的
に
造
ら
れ
た
高
速
道
路
を

「
補
助
飛
行
場
」
と
し
て
使
用
す
る
た
め

の
訓
練
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
月
15
日
で
太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら

80
年
を
迎
え
ま
す
が
、
今
回
は
、
戦
争
末

期
に
米
軍
の
空
襲
に
備
え
た
「
補
助
飛
行

場
」
が
み
や
こ
町
犀
川
に
造
ら
れ
た
こ
と

に
つ
い
て
ご
説
明
し
ま
す
。

兵
器
と
な
っ
た
「
飛
行
機
」

　

第
一
次
世
界
大
戦
か
ら
航
空
機
が
「
兵

器
」
と
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
が
、
空
中
か

ら
敵
陣
に
向
け
て
爆
弾
を
投
下
す
る
戦

術
は
、
戦
場
の
常
識
を
覆
す
も
の
で
し

た
。
日
本
で
も
航
空
機
パ
イ
ロ
ッ
ト
を

原
爆
開
発
に
携
わ
っ
た
科
学
者
が
社
会

的
責
任
を
認
識
し
、
軍
拡
競
争
の
阻
止
、

平
和
維
持
の
方
法
な
ど
に
つ
い
て
協
議

す
る
中
で
核
戦
争
へ
の
危
機
感
を
視
覚

的
に
分
か
り
や
す
く
人
々
へ
と
伝
え
る

必
要
性
を
模
索
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果

考
え
出
さ
れ
た
の
が
「
世
界
終
末
時
計
」

で
す
。
こ
の
時
計
は
人
類
、
世
界
（
地

球
）
の
滅
亡
を
「
午
前
０
時
」
と
し
て
、

こ
れ
に
到
達
す
る
ま
で
の
残
り
時
間
を

ア
ナ
ロ
グ
時
計
の
針
で
象
徴
的
に
示
し

た
も
の
で
す
。
原
爆
投
下
か
ら
２
年
後

の
１
９
４
７
年
に
設
定
さ
れ
た
時
に
は
、

針
は
７
分
前
に
設
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
残

り
時
間
が
最
長
を
示
し
た
の
が
ソ
ビ
エ

ト
連
邦
の
崩
壊
に
伴
い
冷
戦
が
終
結
し

た
１
９
９
１
年
の
17
分
前
で
し
た
。
そ
し

て
今
年
（
２
０
２
５
）
は
、
残
り
時
間
が

最
短
の
89
秒
前
を
示
し
、
１
９
４
７
年
の

開
始
以
降
、
人
類
滅
亡
へ
の
危
機
が
最
高

潮
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
警
告
し
て
い

ま
す
。
今
月
は「
人
類
史
上
初
の
核
攻
撃
」

か
ら
80
年
目
と
な
る
節
目
を
迎
え
ま
す

が
、
再
び
核
爆
弾
が
使
用
さ
れ
る
危
険
性

は
こ
の
80
年
間
で
最
も
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
本
年
６
月
23
日
は
沖
縄
戦
の
終
結

か
ら
80
年
を
迎
え
る
「
慰
霊
の
日
」
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
前
日
、
ア
メ
リ
カ
は

イ
ラ
ン
の
核
開
発
施
設
に
対
し
て
攻
撃

を
行
う
な
ど
、
新
た
な
戦
争
に
つ
な
が
る

危
機
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
へ
侵
攻
し
た
ロ
シ
ア
は
戦
況
の
長

期
化
に
伴
い
核
兵
器
の
使
用
を
示
唆
し

て
い
ま
す
。
犀
川
出
身
の
中
尾
廣
治
氏
に

よ
る
核
兵
器
廃
絶
な
ど
の
運
動
に
つ
い

て
以
前
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
80
年
の
節

目
の
年
を
き
っ
か
け
に
、
改
め
て
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
深
く
考
え
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
（
井
上
信
隆
）

基
地
の
機
体
も
分
散
配
備
す
る
予
定
で

あ
っ
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
こ
の
飛
行
場
で
は
、
滑
走
路
の
ほ
か
に

着
艦
訓
練
塔
も
建
設
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

空
母
艦
載
機
は
空
母
の
甲
板
か
ら
の
離

発
着
に
高
度
な
操
縦
技
術
を
要
す
る
た

め
、
練
習
機
を
ワ
イ
ヤ
ー
で
吊
り
、
空
母

甲
板
へ
着
艦
す
る
た
め
の
訓
練
を
行
っ

て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
着
艦

訓
練
と
併
せ
て
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の
養
成

や
訓
練
に
使
用
さ
れ
る
93
式
練
習
機
（
そ

の
姿
か
ら
「
赤
と
ん
ぼ
」
と
よ
ば
れ
ま
し

た
）
に
爆
弾
を
装
着
し
て
米
軍
上
陸
用
舟

艇
を
攻
撃
す
る
た
め
の
訓
練
も
行
わ
れ

て
い
た
と
も
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
飛
行
場
が
造
ら
れ
た
昭
和
20
年

頃
に
は
、
零
式
艦
上
戦
闘
機
（
零
戦
）
な

ど
戦
闘
機
の
多
く
が
特
攻
や
空
襲
な
ど

で
失
わ
れ
、
そ
の
消
耗
を
補
う
た
め
に
練

習
機
が
特
攻
機
に
使
用
さ
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
ま
す
。
本
来
、
操
縦
の
練
習
を

目
的
に
造
ら
れ
た
こ
の
練
習
機
は
、
木
や

布
な
ど
の
素
材
で
つ
く
ら
れ
、
速
度
も
遅

い
た
め
、
米
軍
艦
船
へ
の
攻
撃
は
、
か
な

り
無
謀
な
も
の
で
し
た
。
現
在
、「
犀
川

補
助
飛
行
場
」
の
痕
跡
は
、
後
世
に
行
わ

れ
た
圃
場
整
備
な
ど
に
よ
り
消
滅
し
て

い
ま
す
が
、
着
陸
訓
練
塔
の
基
礎
部
分
の

一
部
が
田
畑
の
中
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
80
年
目
の
危
機

　

本
年
は
、
長
崎
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
か

ら
80
年
を
迎
え
ま
す
︒
80
年
前
の
昭
和

20
年
（
１
９
４
５
）
８
月
９
日
、
長
崎

へ
原
爆
投
下
に
向
か
う
Ｂ-

29
に
対
し

築
城
飛
行
場
か
ら
零
戦
10
機
を
緊
急
発

進
さ
せ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
人
類
史
上
初
の
核
攻
撃
」
と
な
っ
た
日

本
へ
の
原
子
爆
弾
投
下
を
き
っ
か
け
に
、

養
成
す
る
た
め
大
正
４
年
（
１
９
１
５
）

に
航
空
大
隊
が
創
設
さ
れ
、
福
岡
県
で
も

大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
に
国
内
で
４
番

目
と
な
る
飛
行
場
と
し
て
「
大
刀
洗
飛
行

場
」
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
太
平
洋
戦
争

開
戦
の
発
端
と
な
っ
た
「
真
珠
湾
攻
撃
」

で
は
、
旧
日
本
海
軍
に
よ
っ
て
世
界
初
と

な
る
航
空
母
艦
の
艦
載
機
に
よ
る
攻
撃

が
実
施
さ
れ
、
そ
の
戦
術
が
世
界
か
ら
注

目
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
は
戦
艦
の

巨
砲
か
ら
空
母
艦
載
機
に
よ
る
攻
撃
へ

と
戦
術
が
転
換
す
る
き
っ
か
け
と
な
り

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
動
向
と
前
後
し

て
、
東
九
州
に
は
多
く
の
旧
日
本
海
軍
飛

行
場
が
設
け
ら
れ
、
大
分
県
宇
佐
市
に

は
「
宇
佐
海
軍
航
空
隊
」
が
創
設
さ
れ
ま

す
。
こ
の
航
空
部
隊
は
太
平
洋
戦
争
開
戦

時
に
は
、
日
本
で
唯
一
、
か
つ
最
大
の

艦
上
爆
撃
機
搭
乗
員
及
び
偵
察
員
の
養

成
を
行
う
航
空
隊
で
し
た
。
昭
和
17
年

（
１
９
４
２
）
10
月
に
は
、
現
在
の
築
上

町
に
、
旧
日
本
海
軍
の
「
築
城
飛
行
場
」

が
建
設
さ
れ
、
空
母
艦
載
機
搭
乗
要
員
育

成
部
隊
と
し
て
「
築
城
海
軍
航
空
隊
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
飛
行
場
は
、
現

在
、
航
空
自
衛
隊
の
築
城
基
地
と
し
て
使

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
戦
争
末
期
に
は
本
土

決
戦
に
備
え
た
特
別
攻
撃
隊
の
中
間
基

地
と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
た
た
め
、

昭
和
19
年
（
１
９
４
４
）
以
降
、
戦
闘
機

な
ど
を
格
納
す
る
「
掩え

ん
た
い体
壕ご

う

」
が
構
築
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
一
部
は
現
在
、
福
岡
県

の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

犀
川
に
造
ら
れ
た
「
滑
走
路
」

　

太
平
洋
戦
争
末
期
、
米
軍
の
空
襲
が
激

化
し
国
内
の
主
要
都
市
を
は
じ
め
、
軍

事
基
地
や
工
場
な
ど
が
そ
の
標
的
と
な

り
ま
し
た
。
空
襲
に
よ
る
航
空
戦
力
の

被
害
を
減
ら
す
た
め
、
飛
行
機
・
燃
料
・

弾
薬
な
ど
を
分
散
さ
せ
、
空
襲
に
よ
っ
て

主
要
な
基
地
の
滑
走
路
が
被
害
を
受
け
、

戦
闘
機
な
ど
の
離
発
着
に
支
障
が
生
じ

て
も
、
代
替
の
発
着
基
地
を
確
保
す
る
た

め
に
設
け
ら
れ
た
の
が
「
補
助
飛
行
場
」

で
す
。
補
助
飛
行
場
建
設
は
、
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）
４
月
か
ら
着
手
さ
れ
、
全

国
約
40
カ
所
に
設
け
る
計
画
で
あ
っ
た

と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
み
や
こ
町
犀
川

花
熊
か
ら
木
山
に
か
け
て
水
田
が
広
が

る
平
坦
地
の
一
部
に
地
元
の
人
々
か
ら

「
カ
ッ
ソ
ウ
ロ
」
と
よ
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
名
称
の
由
来
に
つ
い
て
調

べ
て
み
る
と
「
築
城
海
軍
航
空
基
地
」
関

連
の
資
料
の
中
に
︑
80
年
前
の
昭
和
20
年

（
１
９
４
５
）
８
月
、
こ
の
地
域
に
長
さ

６
０
０
ｍ
、
幅
30
ｍ
を
測
る
滑
走
路
及
び

飛
行
機
を
格
納
す
る
た
め
の
複
数
の
掩

体
壕
や
滑
走
路
へ
の
誘
導
路
を
備
え
た

「
補
助
飛
行
場
」
が
建
設
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
ま
し
た
。
本
格
的
な
本
土

決
戦
に
備
え
、
航
空
特
攻
兵
力
温
存
と

特
攻
機
の
離
発
着
を
目
的
と
し
て
造
ら

れ
た
と
み
ら
れ
、
飛
行
場
完
成
後
は
築
城
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80
年
前
、犀
川
に

  
造
ら
れ
た
飛
行
場

み
や
こ
の
歴
史
発
見
伝


